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ン
シ
ッ
プ
」
を
含
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
新
た
な

形
態
を
学
生
へ
示
す
と
い
う
喫
緊
の
課
題
に
直

面
し
た
の
で
す
。

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の

キ
ャ
リ
ア
教
育

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
で
は
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

を
持
続
可
能
か
つ
実
効
的
な
も
の
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
、「
授
業
の
中
で
の
就
業
体
験
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
授
業
内
容
を
大
き
く
改
革
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
当
学
部
と
同
じ
名
称
を
持
つ

T
O
P
P
A
N
（
当
時
は
凸
版
印
刷
）
株
式
会

社
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
へ
協

力
を
要
請
し
、
実
践
的
か
つ
主
体
的
な
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
新
た
に
2
0
2
2
年
度
か
ら
実
施
す

る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
編
成
・
実

施
方
針
）
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、「
情
報
社
会
に

お
け
る
問
題
発
見
・
解
決
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

T
O
P
P
A
N
株
式
会
社
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
は
、「
情
報
の
価
値
を
高

め
る
」「
情
報
を
効
果
的
に
届
け
る
」
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
事
業
分
野
を
手
掛
け
て
い

ま
す
。「
情
報
」
は
双
方
が
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
事
業
の
主
柱
で
す
。
両
者
の
協
力
に
よ
る

授
業
を
通
じ
た
、「
情
報
」
を
巡
る
新
た
な
知
の

発
見
や
視
座
の
獲
得
を
目
指
し
、
産
学
連
携
型

授
業
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
改
編

し
ま
し
た
。

当
学
部
で
は
、
学
生
が
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
主
体
的
に
体
験
・
熟

考
す
る
機
会
の
提
供
を
目
的
に
、
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
科
目
群
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
科
目
群
で
は
、
1
年
次
の
「
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
」、
2
年
次
の
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
入
門
」
を
経
て
、
3
年
次
に
当
該

科
目
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
段
階
的
履
修
に
よ
っ
て
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
が
標
榜
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
学
生
が
十
分
に

理
解
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
当
学
部
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ

シ
ー
（
学
位
授
与
方
針
）
が
掲
げ
る
人
材

育
成
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
側
面
か
ら
支
援

す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
T
O
P
P
A
N

株
式
会
社
と
の
連
携
の
結
果
、
当
学
部
の

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
一
層
充
実
し
た

も
の
と
な
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
質
的
向

上
も
達
成
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」の
授
業
概
要

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
に
お
け
る

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
在

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は

何
を
想
像
し
ま
す
か
? 

10
年
く
ら
い
前
に
社
会

人
に
な
っ
た
方
の
中
に
は
、
学
生
時
代
に
半
年

ほ
ど
企
業
で
就
業
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
、

学
生
が
関
心
の
あ
る
企
業
で
一
定
期
間
の
仕
事

を
体
験
す
る
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
主

流
で
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
企
業
の
採
用
選

考
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
就

職
活
動
を
開
始
す
る
時
期
と
な
る
学
部
3
年
生

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
が
一

般
的
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

期
間
も
短
縮
化
が
進
み
、
1
日
間
あ
る
い
は
午

前
や
午
後
の
み
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も

見
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
採
用
選
考
を
前
提
と

せ
ず
に
一
定
期
間
、
真
に
就
業
体
験
を
す
る
た

め
の
場
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
で
は
、

2
0
2
1
年
度
ま
で
、
一
定
期
間
の
就
業
体
験

を
行
い
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
学
生
に
対

し
て
、
授
業
科
目
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と

し
て
単
位
認
定
を
し
て
き
ま
し
た
。
授
業
履
修

生
は
、
自
身
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
開
拓

す
る
か
、
大
学
の
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
の
仲
介
を
通
じ
て
、
1
週
間
ほ
ど
の
就
業

体
験
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
採
用

活
動
の
変
化
に
伴
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
変

容
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
企
業
側
の
受
け
入
れ
中

断
・
縮
小
な
ど
に
よ
っ
て
、
学
外
で
の
就
業
体

験
機
会
を
学
生
へ
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

り
、
履
修
者
数
も
激
減
し
ま
し
た
。「
イ
ン
タ
ー
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ワーク中の学生

31 THE QUARTERLY MEIJI 30



Education of Meiji University

「
授
業
の
中
で
の
就
業
体
験
」
で
す
。
学
生
が

企
業
に
出
向
い
て
一
定
期
間
就
業
体
験
を
す
る

授
業
形
態
が
困
難
と
な
っ
た
現
在
、
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
持
続
可
能
か
つ
実
効
的

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
大
き
な
発
想
の
転
換

を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
T
O
P
P
A
N
株
式
会
社
社
員
の

方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
明
治
大
学
の
教

室
で
毎
回
授
業
を
行
う
と
い
う
新
た
な
形
態
で

す
。
こ
の
授
業
テ
ー
マ
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）」
で
あ
り
、
学
生
は
最
前
線
の
現
場
で
活

躍
す
る
T
O
P
P
A
N
株
式
会
社
社
員
に
よ
る

最
新
の
講
義
を
受
講
し
ま
す
。
ま
た
、
単
な
る

座
学
で
終
わ
ら
な
い
た
め
に
、
学
生
が
主
体
的

に
問
題
解
決
型
の
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
T
O
P
P
A
N
株
式
会
社
社
内
で
の
実
務

に
即
し
た
実
践
的
な
就
業
体
験
を
授
業
内
で
可

能
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
授
業
は
秋
学

期
前
半
の
F
1
期
間
（
9
月
20
日
〜
11
月
14

日
）
の
水
曜
1
・
2
限
に
計
7
日
間
（
計
14

回
）
実
施
さ
れ
、
2
0
2
2
年
度
は
38
人
、

2
0
2
3
年
度
は
50
人
が
履
修
し
ま
し
た
。

各
回
の
授
業
テ
ー
マ
は
講
師
の
専
門
に
応
じ

た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
段
階
的
に
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
D
X
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
獲

得
で
き
る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
紙
幅
の
都

合
上
、
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
次
の
よ
う
な
授
業
構
成
で
す
。
1
日
目
に

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
D
X
」
の
概
論
と
「
顧
客
中

心
デ
ザ
イ
ン
・
顧
客
体
験
」
に
関
す
る
講
義
を

受
け
ま
す
。
2
〜
5
日
目
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
根
幹
を
な
す
「
集
客
」、「
獲
得
（
U
I

：

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
╱
U
X

：

ユ
ー

ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）」、「
育
成

（
C
R
M

：

顧
客
関
係
管
理
）」、「
デ
ジ
タ
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
関
す
る
講
義
を
各
回
で
受
け
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発
表
を
行
い
、
講
師
か
ら

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
い
ま
す
。
授
業
の

最
終
成
果
と
し
て
は
、
総
合
提
案
作
成
ワ
ー
ク

が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
6
日
目
の
準
備
を
踏
ま

え
て
、
7
日
目
に
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
発
表
を

行
い
、
複
数
名
の
T
O
P
P
A
N
株
式
会
社
社

員
に
よ
る
講
評
・
総
括
を
受
け
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」の

授
業
風
景
と
学
生
の
声

当
学
部
は
、
就
職
活
動
を
開
始
す
る
学
部
3

年
生
の
時
期
に
こ
そ
、
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

今
後
の
生
き
方
や
働
き
方
を
考
え
る
た
め
に
、

採
用
選
考
を
前
提
と
し
な
い
就
業
体
験
の
場
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
内
で

の
単
な
る
座
学
で
は
な
く
実
践
的
・
具
体
的
な

就
業
体
験
に
よ
っ
て
、
学
生
が
自
ら
の
力
で
就

業
観
を
育
成
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

T
O
P
P
A
N
株
式
会
社
と
の
産
学
連
携
型
授

業
と
い
う
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
授
業
受

講
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

そ
の
証
左
は
、
毎
回
の
授
業
風
景
に
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
最
も
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
や
は
り
最
終
回
の
グ
ル
ー
プ
発
表
で

す
。
2
0
2
3
年
度
は
、
そ
れ
ま
で
の
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
の
集
大
成
と
し
て
、「
C
X
デ
ザ
イ

ン
（
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
）」
を
経

験
す
る
と
い
う
実
践
的
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
架
空
の
エ
ナ
ジ
ー

ド
リ
ン
ク
の
日
本
初
上
陸
に
際
し
て
、
Z
世
代

へ
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
認
知
獲
得
・
販
売

促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
継
続
購
買
へ
向
け
た

施
策
を
提
案
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
が
授
業
内
で
学
ん
だ
メ
ソ
ッ
ド
や
分
析

方
法
を
駆
使
し
て
、
魅
力
的
か
つ
訴
求
力
の
あ

る
提
案
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
授
業
初
回
時
に

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
D
X
も
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
い
と
い
う
学
生
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
着
実

に
成
長
し
、
T
O
P
P
A
N
株
式
会
社
社
員
の

皆
さ
ま
に
よ
る
熱
意
あ
る
講
義
に
よ
っ
て
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
最
新
の
知
見
を
習
得
す

る
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
通
じ

て
主
体
的
か
つ
実
践
的
な
就
業
体
験
を
積
む
こ

と
も
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

授
業
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
、「
通
常
の
イ
ン

タ
ー
ン
で
は
学
べ
な
い
よ
う
な
細
か
い
ノ
ウ
ハ

ウ
や
、
プ
ロ
の
方
々
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
視

点
や
考
え
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
毎

回
の
授
業
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
」「
講
義
を

通
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
触
れ
る
中
で
、
結

局
は
デ
ー
タ
の
向
こ
う
側
に
い
る
『
人
』
を
重

視
し
て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
感

じ
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。
就

業
体
験
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
り
、
こ
う
し
た

変
化
や
気
付
き
を
生
み
出
す
こ
と
が
、
真
に

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
声
を
さ
ら
に
生
み
出
す
べ
く
、

学
生
に
よ
り
良
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
る
所
存
で
す
。

学生発表資料スライドの一部

全授業を終え総評を語る講師

毎回の発表に対し手厚いフィードバックを行う講師と聞き入る学生

※今後授業内容等変更となる場合があります
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